
私の要がニコニコしていた理由

私 には、「知的障害」を抱 えた長女がいます。

彼女は、普通の子 どtよ りt筋力が足 りな しヽため、速 く走ることができませた。
運動会の徒競争 に出る と、 7位はおろか、 2位になることt、 3位になることもあ りませた。いつ
も、「ビリ」で した。

たれ tし ませた。彼女がノ|ヽ学校 6年生のときです。
運動会の前に、足 を栓挫 して しまった友だちが しヽま した。畏女は、その友逹 と一緒 に走ることに

な っていたため、友だちには是いのですが
´・ ´′、「は じめて ビリじゃな しヽか tしれない」 と、

妻は期待 して しヽた ようです。

運動会 を終 え、妻はいつt以上にニコニコしなが ら帰 ってきま した。長女が ビリか ら抜 け出 した
のか と足 しヽきや、「今回 t、 やはリビリだ つた」 としヽうのです。  t
ところが妻は、今回tビ リだ った ことを嘆 くどころか、ニコニコと嬉 しそうにして しヽま した。

徒競争がは じまる と、員女は、足 を詮挫 した友だちのことを何度 t振り返 り、気 にかけなが ら走
つていたそうです。自分がゴーリじすることよりも、自分が ビリか ら抜 け出すことよりt、 ケガを し

た友だちのことがく配だ つたので しよう。

友だちは足 をかばうあまり、転んで しまいま した。する と員女は走るのをやめ、友だちのtと に馬区
け寄 り、手 を引 き、え き上が らせ、 2人で一緒 に走 りだ したそうです。
2人の姿 を見て、生徒 t、 父兄 t、 2人に大 きな声援 を送 りま した。

そ していよしヽよゴールのとき、友だちの肩をポンとナ甲して、自分 より先に友だらをゴーJLさ せた

というのです。

この話 を聞 しヽた時、私 は気がつきました。人生の目的は、競 い合 つた り、上しべた り、争 つた りす

るtのでも、努力 した り頑張 つた りして 「7位になる」ためにあるのではない。人生の 目的は、「暮
ばれる存在 になることである」。私 はこのことを長女に殺わ りま した。

そ して娘 は、そのことを教 えてくれるために、私たち夫婦の子 どtにな ったのだ と、妻の話 を聞
き終 え、私 は気がつ しヽたのです。
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「もうひとつの幸せ論」 小林正観 より  (一 部抜粋)


